
 

 

古着回収の現状について 

 

 

 日頃は古着のリサイクルにご理解いただきありがとうございます。 

古着リサイクルの現状についてご説明いたします。 

2020年からの、新型コロナウイルスの世界的流行により、各国がロックダウンなどの対策を講じた

結果、日本で回収された古着類の輸出が出来なくなりました。日本で排出される古着の多くは東南

アジアに輸出されますが、日本国内では、2020年 5月頃から、古着回収の停止等で対応していた

だきました。 

現在では、新型コロナの収束に伴い輸出先のロックダウンも解除され、現地のマーケットや古着

選別工場もコロナ流行前の状態に戻りつつあります。 

各国の経済的事情から、再びロックダウンを実施することはないと思われますが、景気停滞と需

要の減少、物流コストの上昇は続いています。 

また、古着に含まれるごみ量増加（汚れ破れ物、濡れた物含む）により品質低下をまねき、価値

のないものが相当数含まれている現状で、異物混入防止の徹底が要求されております。 

今後も古着や布類に関しては様々なリサイクル手段で対応していきます。 

 

また、回収再開の目処が整いましたら、改めてご案内致します。 

 

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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